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全日本自治団体労働組合

自治労臨時・非常勤等職員実態調査の結果（中間報告・概要）

2008年6月1日、全自治体を対象に臨時・非常勤等職員の実態調査を実施

■回答（08年9月1日現在）

986自治体（都道府県23、市区町村963）、全自治体の53.1％の回答

■概要

（1）総数

回答自治体の臨時・非常勤等職員数は、297,571人。

全職員に対する比率は27.8％、政令市を除く一般市と町村では平均で3割を超える。

＜臨時・非常勤等職員の総数と比率＞

	　
	都府県
	政令市
	一般市
	町村
	計

	臨時・非常勤等職員数
	30,473
	37,511
	191,573
	38,014
	297,571

	常勤職員数
	154,633
	121,323
	413,062
	84,907
	773,925

	臨時・非常勤等職員数の比率
	16.5%
	23.6%
	31.7%
	30.9%
	27.8%


（2）勤務時間と勤続年数

臨時・非常勤等職員数の6割以上はフルタイムかそれに近い状態で勤務。

3割は勤続3年を超える。

特定の職種ではほとんど全員か（各種相談員、学童指導員）、半数以上（保育所、学校給食、図書館、公民館）が臨時・非常勤という実態。

＜勤務時間別人数・分布＞

	常勤職員と同じ
	3/4以上
	1/2以上
	1/2未満

	77,720
	95,238
	59,569
	46,660

	27.8%
	34.1%
	21.3%
	16.7%


＜職種別に見た臨時・非常勤等職員の数・比率＞

	
	保育士
	学　校
給　食
	学　童
指導員
	看　護
	図書館
	相談員
	公民館

	臨時・非常勤等職員数
	46,572
	19,793
	15,534
	10,228
	8,603
	8,661
	7,563

	常勤職員数
	46,987
	17,069
	1,269
	45,885
	5,371
	631
	5,081

	臨時・非常勤等職員数の比率
	49.8%
	53.7%
	92.4%
	18.2%
	61.6%
	93.2%
	59.8%

	
	学　校
用　務
	清　掃
	上　下
水　道
	病　院
事　務
	その他
非現業
	その他
現　業
	

	臨時・非常勤職員数
	6,842
	3,519
	2,235
	2,202
	111,733
	29,426
	

	常勤職員数
	10,378
	15,252
	30,488
	4,915
	　
	　
	

	臨時・非常勤等職員数の比率
	39.7%
	18.7%
	6.8%
	30.9%
	
	
	


（3）賃金

全体の6.5割が日給・時給型で、その半数が時給900円未満。

月給型では5.5割が16万円未満で、8割は年収200万円以下と極めて低い賃金水準。

＜日給・時給型の場合の賃金分布＞

	800円未満
	900円未満
	1000円未満
	1500円未満
	2000円未満
	2000円以上

	40,704
	52,935
	31,866
	37,420
	4,203
	7,694

	22.1%
	28.7%
	17.3%
	20.3%
	2.3%
	4.2%


＜月給型の場合の賃金分布＞
	10万円未満
	12万円未満
	14万円未満
	16万円未満
	18万円未満
	20万円未満
	20万円以上

	9,272
	5,703
	15,344
	23,985
	16,511
	9,089
	13,265

	9.5%
	5.9%
	15.8%
	24.7%
	17.0%
	9.3%
	13.6%


（4）任用根拠
任用の法的根拠は、22条＝臨時職員がほぼ半数。

3条3項＝特別職非常勤が3分の1。

17条＝一般職非常勤が6分の1。

その区分は自治体ごとで相違。

任期付短時間職員は極めて少ない（0.6％）。

＜臨時・非常勤等職員の任用根拠法別人数・比率＞
	A.　２２条臨時職員
	Aと思われる職員
	B.　３条３項特別職
非常勤職員
	Bと思われる職員
	C.　１７条
一般職
非常勤職員
	Cと思われる職員
	任期付短時間勤務職員
	育児休業代替職員
	不明

	120,266
	19,393
	91,014
	5,962
	38,500
	7,818
	1,910
	3,160
	6,907

	139,659
	96,976
	46,318
	
	
	

	47.4%
	32.9%
	15.7%
	0.6%
	1.1%
	2.3%








